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1 .はじめに

現在､レーザーレーダーの光源にもちいられているN d : Y A Gレーザーは常温で､

1 . 0　5　2から1 . 8　3　2　2　ju mの間で合計1 8本のライ　ンでレーザー発振が得られるとはいえ､

通常の共振器ではゲイ　ンの高い1 . 0　6　4　2 . 1 . 3 1　　,　　　3　3　8　2 /i mの3番のライ　ンで

発振が得られるにすぎない｡しかも､これらの波長ではアイ｡ダメージが生じやすいという厄介な

閉篭があり､その解決方式と　して､より長い波長でのレーザー発振が望ましい｡このため､ N 也 :

Y A Gレーザーの1 . 0　6　4　u mを用いてK T P結晶の光バラメトリ　ック発振を行い､ X s=

I . 579u m　　九⊥=3. 2　64a mで最大内部変換効率3　5　　　外部変換効率2　3%,最大出

力(シグナル+アイドラ) 0. 7Wを得ると　ともに､結晶の基礎吸収をはずした　　1 7　　　a m

ではアイドラ出力として0. 2W.ライン幅30Å.パルス安定度±7%で連続動作1000時間

のライフテストをクリ　アーしたので､このK T P光パラメトリ　ック発振器を詳細に報告する｡また､

従来筆者らによって報告されていたセルマイヤー方程式は全て不完全であるので､きわめて精度の

よい､方程式にモディ　フ　ァイ　したため非線形光学定数とと　もに報告する｡

2.実験方法及び内容

本実験に使用したK T P結晶はx= 1 2　1 5,　　　z　=6mmと　x=　z　=　5. y= 1 0

1 2…にカ　ット　した合計6個で､製品によるバラツキが殆どない高品質のものであるO　これらの結

晶の　　z (b c)及びx z (a c)面は全て　九/10の精度で光学研磨し､中心波長　　　3 (x mの広

帯域反射防止膿をコート　したO　まず､ 1 . 0　6　4u mバンプ光パラメトリ　ック発振に先んじて､発

振しきい値の低い0. 5　3　2 ix m敵起のO P O実験を行い､最適動作した条件を求めたo　その結果､

従来文献に報告されていた非線形光学定数の値d3,｡ d　52は大幅に異なり､　　　= ( 1　　±

0. 1 ) ×　　　- (8　　　±　0. 3) × 1 0　~　E S Uとなり､ 5mm　のサンプルで測定した

0. 497　0及び0. 5402　ju m9　Q o　位相整合　S H Gの変換効率より導出した値と一致する

こ　とが判ったo　したがって､有効非線形光学定数は　　　9　0　　　¢　=　O o　で最大となる｡このため､

yカットサンプルではR s=　0. 9のS R O共振器ではダメージしきい値付近(P p-3　5　0紺W/cbj2,

1 2ns, 1 0H z)でもO P O発振が得られなかった｡ Ⅹカ　ットのサンプルで現在まで得られている

性能はP pニ=2　5　0秒柑/cm2　で､最大変換効率　　2　3%,最大出力0. 7W.出力安定度±　7%,レ
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ゾナント･シグナル光のスペクトル幅は約3Åで､モディファイド･セルマイヤー方程式とマルチ

パス･リダクショ　ン要素0. 1 8を考慮すると理論値と一致する｡ノ　ン･レゾナント･アイドラの
Q

スペクトル幅は3. 2　6　4　m mで2　0A,　　1 7　4 ix mではアパーチャー･ウオークオフのため

約30Åに成っている｡また､ 0 P Oスレッシュホールド･エネルギーと上記のパラメータを用い

るとB r o s n a nと　B y e rの一般式による理論値とほぼ一致する.

3.結果及び考察

N d : Y A Gレーザーの1 . 0　64〃mで8-9　0　　　¢-　O o　(Ⅹカ　ット)のK T P結晶

を励起して､九　= 1. 5　7　9n m　　九i=3. 2　64m mで尖頭出力8及び2MW,平均出力

0. 7Wのパルス赤外線を得た｡このシステムは0. 5　32　〃.mバンプと異なり､発振洩長の温度

依存性が0であるため､極めて安定した出力を得られる｡したがって､ L D励起の高平均出力N d

: Y A Gレーザーと組み合わせると数k H zの高速繰り返し発振が可能であり､また大気の透過率

も良いのでレーザーレ一夕の光源と　して最適であるといえる｡

4.文献

K. K a t P a r a m e 忠 o r i c o c i 1 1 a t a t　　　　　2　u m

i n K T P p u m p e d t　1 . 0　6　4　〝　　　I E E E Q.u a n t u m

E 1 e c 忠 r o n v o 1　2　7　m a y　1 99 1 ( i n P r e s s)及びこれに引用され

ているもの｡
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